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市
で
は
現
在
、
行
田
市
民
便
利
帳
を
株
式
会

社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
協
働
に
よ
り
作
製
し
て
い

ま
す
。
行
田
市
民
便
利
帳
は
、
印
刷
か
ら
発
行

ま
で
の
経
費
を
広
告
料
で
賄
い
、
市
の
費
用
負

担
は
伴
わ
な
い
官
民
協
働
事
業
と
し
て
進
め
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
市
民
便
利
帳
に
広
告
を
掲
載

し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
や
商
店
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
市
と
協
働
で
取
り
組
む
株
式
会

社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
、
市
内
の
事
業
者
や
商
店

を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
広
告
掲
載
の
申
し
込
み
は
、
直
接

同
社
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み　

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
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▼
問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
担
当

（
内
線
３
１
８
）

　

豊
臣
秀
吉
軍
を
迎
え
撃
っ
た
忍
城
の
武
将
た

ち
が
、
行
田
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
「
忍

城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
」
と
な
っ
て
よ
み
が
え

り
、
皆
さ
ん
を
「
お
も
て
な
し
」
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
・
９
日
㈯
・

10
日
㈰
・
11
日
㈪
・
13
日
㈬
・
16
日
㈯
・
17

日
㈰
・
21
日
㈭
・
23
日
㈯
・
24
日
㈰
・
27
日

㈬
・
30
日
㈯
・
31
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後

３
時
（
天
候
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
変
更
に

な
る
場
合
あ
り
）

▼
場
所　

忍
城
址
（
郷
土
博
物
館
周
辺
）

▼
内
容　

成
田
氏
長
、
成
田
長
親
を
は
じ
め
と

す
る
甲
冑
を
身
に
ま
と
っ
た
戦
国
武
将
と
の

写
真
撮
影
お
よ
び
「
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑

隊
」
に
よ
る
剣
舞
の
披
露

▼
問
い
合
わ
せ　

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

　

の
ぼ
う
の
城
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
担
当
（
内
線
３

　

７
９
）

行
田
市
民
便
利
帳
に

　
　
　
　

広
告
を
載
せ
ま
せ
ん
か

「
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
」

　
　
　
　
　

10
月
の
出
陣
予
定

教
育
委
員
会
委
員
に

　
　

 

鹿 

山　

高 

彦 

氏

　

９
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
同
意
を
得
て
、

鹿
山
高
彦
氏
（
桜
町
・
56
歳
）
が
教
育
委
員

会
委
員
と
し
て
新
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
庶
務
担
当
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鹿山　高彦 氏

がんばっています！  行田の中学生

　

８
月
６
日
、
第
77
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
埼
玉
大
会
が
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
南
河

原
中
学
校
が
出
場
し
、
銅
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　

出
場
し
た
35
人
の
生
徒
は
、
全
員
が
ほ

か
の
部
活
動
を
兼
ね
て
お
り
、
練
習
時
間

の
確
保
に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

夏
休
み
に
は
昼
食
を
持
参
し
て
練
習
し
た

り
、
練
習
場
所
に
公
民
館
を
利
用
し
た
り

と
、
家
族
や
地
域
の
応
援
を
受
け
て
大
会

に
臨
ん
だ
同
校
生
徒
は
、
少
人
数
な
が
ら

持
ち
前
の
団
結
力
に
よ
り
、
本
番
で
も
練

習
の
成
果
が
発
揮
で
き
た
よ
う
で
す
。

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
埼
玉
大
会
で
南
河
原
中
学
校
が
銅
賞

　

９
月
４
日
、
埼
玉
県
県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
第
29
回
少
年

の
主
張
大
会
で
、
埼
玉
中
学
校
３
年
の
鈴
木
啓
一
郎
さ
ん
が
県
教
育
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

埼
玉
中
学
校
で
は
毎
年
、
校
内
弁
論
大

会
を
開
催
し
、
生
徒
の
表
現
力
や
発
表
力

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
鈴
木
さ
ん
は
、

仲
間
と
切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
す
る
中
で
培
っ
た
力
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
、
「
江
戸
し
ぐ
さ
を
広

め
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
堂
々
と
し
た

発
表
を
行
い
、
今
回
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し

た
。
学
校
を
上
げ
て
の
取
り
組
み
の
成
果

が
現
れ
た
も
の
で
、
後
輩
の
皆
さ
ん
に
も

励
み
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

埼
玉
中
の
鈴
木
啓
一
郎
さ
ん
が
県
教
育
長
賞
を
受
賞

か
っ
ち
ゅ
う
た
い


